
No. 演奏者数 演奏時間

五 節 の 舞五 節 の 舞五 節 の 舞五 節 の 舞

舞台配置図

客 席

表示記号一覧 － 箏 ＝17絃 ＋三絃 ０ 尺八 ≠ 他楽器 ＊ﾏｲｸ □ ﾓﾆﾀｰ [] 毛氈 W 屏風

立 奏 立奏台 大 台 小 台 椅子 大 台 小 台 譜面台 台 ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ 枚

座 奏 琴台 台 見台 台 山台 録音 有：無 録画 有：無 他

始 緞帳：暗転 板付 毛氈 緋：紺 音響

終 緞帳：暗転 板付 屏風 金：銀 照明

調絃表調絃表調絃表調絃表 ﾋﾟｯﾁ A=44 編成：1箏 17絃1 17絃 2

Part 一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗 為 巾

１箏 D G G# C# D D# G A A# C C# G C#

17-1 D D# G A A# C C# D D# G A A# C# G G# A C#

17-2 A A# B C C# D D# E F F# G G# A A# B C C#

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

編成欄には面数を記入 開始調絃は太字 転調は上下の欄 ハーモニックスは右肩に○

作曲年 1985年 委嘱者 香田律子 構成 箏・十七弦 I・II 時間 13分 出版楽譜 無し

解説 豊明節会に演じられた五節の舞は、天武天皇が吉野離宮で琴を奏された折に、天女が羽衣の袖を五度ひる

がえして舞うさまを見られたことに始まったといわれる。私はその幻想的な情景に魅かれる。そしてここにタイ

トルとして拝借した。しかしこの曲の内容としては、五節の舞の故事そのものというより、やはりその神話とも

いえる幻の部分を、私の心は彷徨しているのである。曲は二面の十七弦のエネルギーの爆発によって始まり、そ

こから古典風な韻を持った箏がひっそりと誕生する。その韻は二面の十七弦を誘い、次第に激しく舞踏へと発展

していく。1984年12月作曲。［作曲者］
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